
＊
＊
　
和
蝋
燭
の
由
来

仏
事
な
ど
に
欠
か
せ
ぬ
蝋
燭
。
日

本
で
最
初
に
登
場
し
た
の
は
奈
良
時

代
で
す
。
当
時
の
蝋
燭
は
中
国
か
ら

輸
入
さ
れ
た
蜜
蝋
燭
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
仏
教
の
伝
来
と
と
も
に
あ

わ
せ
て
伝
来
し
ま
し
た
。
平
安
時
代

に
な
り
、
蜜
蝋
燭
に
代
わ
っ
て
松
脂

蝋
燭
の
製
造
が
始
ま
り
、
そ
の
後
、

は
ぜ
の
蝋
や
漆
の
蝋
な
ど
を
使
っ
た

も
の
に
変
わ
り
、
江
戸
時
代
に
は
さ

ら
に
松
ヤ
ニ
を
混
ぜ
て
堅
く
す
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
和
蝋
燭
が
上
が
太

く
な
っ
て
い
る
の
は
、
裸
で
使
う
よ
り
提
灯
な
ど
に
入

れ
て
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
蝋
が
減
っ
て
も
炎

の
高
さ
が
変
わ
り
に
く
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
江
戸
時

代
の
職
人
の
工
夫
で
す
。
明
治
以
降
の
西
洋
ろ
う
そ
く

の
輸
入
に
よ
り
、
和
蝋
燭
は
次
第
に

減
っ
て
い
ま
す
。

＊
＊
　
和
蝋
燭
の
サ
イ
ズ

和
蝋
燭
は

一
号
か
ら
百
号
ま
で
あ

り
ま
す
。　
一
番
小
さ
い

一
号
は
長
さ

七
、　
一
費ン
、
上
部
の
大
さ

一
、
三

の 部 下太
さ

一

で
す
。

た
、　
一

大
き
い
百
号
は
そ
れ
ぞ
れ
四
十
四
費ン
、
十
五
、
八
彙ン
、

九
、
五
費ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
規
格
外
の
特
注
品
も
あ

り
ま
す
。
伏
木
勝
興
寺
の
御
満
座
法
会
で
は
長
さ

一
、

八
層
も
の
大
蝋
燭
が
灯
さ
れ
ま
す
。

＊
＊
　
和
蝋
燭
の
色
と
用
途

蝋
燭
の
色
に
は
朱

（赤
）

・
金

・
銀

・
自
の
四
色
が

あ
り
ま
す
。
色
の
使
い
分
け
は
、
朱

（赤
）
は
法
事

（年
忌
法
要
）

・
祥
月
命
日

・
お
盆

・
春
や
秋
の
お
彼

岸
の
時
に
灯
し
ま
す
。
金
は
仏
前
結
婚
式
や
落
慶
法
要

の
お
祝
い
の
時
に
灯
し
ま
す
。
銀
は
通
夜

・
葬
儀

・
中

陰
の
時
に
灯
し
ま
す
。
本
来
仏
教
に
お
い
て
は
自
は
使

用
し
な
い
の
で
す
が
、
朱

・
金

・
銀
等
が
準
備
で
き
な

い
時
の
代
替
品
と
し
て
白
を
用
い
る
こ
と
が

一
般
的
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
お
色
の
使
い
分
け
は
宗
派

に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

＊
＊
　
代
表
的
な
和
蝋
燭
産
地

近
江

（滋
賀
県

伝
統
的
工
芸

品
）
、
越
前

（福

井
県
指
定
郷
土
工

芸
品
）
、
七
尾
、

三
州
岡
崎
、
越

後
、
会
津
絵
蝋
燭
　
（福
島
県
伝
統
的

工
芸
品
）
、
庄
内
絵
蝋
燭
、
京
都

絵
蝋
燭

＊
＊
　
和
蝋
燭
の
イ
ベ
ン
ト

飛
騨
古
川
に

「三
寺
ま
い

り
」
と
い
う
三
百
年
以
上
前
か
ら

続
く
伝
統
行
事
が
あ
り
ま
す
。
毎

年

一
月
十
五
日
に
三
つ
の
お
寺
を

お
参
り
す
る
の
で
す
が
、
各
寺
で

は
高
さ
八
十
彙ン
も
あ
る
巨
大
和
蝋

な

静

の

・つ

た

ド

セ
ル

春
月
子

燭
が
灯
さ
れ
ま
す
。

「三
寺
ま
い
り
」
は
親
鸞
上
人
の
遺
徳
を
偲
ぶ
行
事
だ

そ
う
で
す
が
、
若
い
男
女
の

「縁
結
び
の
行
事
」
で
も

あ
り
、
参
拝
の
男
女
は
小
さ
い
蝋
燭
を
灯
し
て
祈
り
ま

す
。白

い
蝋
燭
は
願
い
を
こ
め
て
、
赤
い
ろ
う
そ
く
は
願

い
が
か
な
っ
た
ら
灯
す
そ
う
で
す
。

番 ま 考

J¬ ノゝ‐.

請議
を聴き軽
体
操
で汗流
す

市
義
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
菫

市
老
連
主
催
の
女
性
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
が
七
月
六
日
、
柳
瀬

の
西
部
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら

百
五
人
の
女
性
会
員
が
参
加
、

西
田
康
弘
講
師
の
指
導
で
ゲ
ー

ム
感
覚
の
軽
体
操
で
汗
を
流
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
南
砺
市
在
住
で

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ト
ラ
ス
ト
会
長
の
得
能
康
生
さ
ん
の
お
話

「義
仲
と
巴
御
前
」
を
聞
き
ま
し
た
。
得
能
さ
ん
は

「義
仲
と
巴
ら
勇
士
を
讃
え
る
会
」
の
全
国
副
会
長
の

一肩
書
き
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
義
仲
と
巴
ゆ
か
り
の
地
を

網
羅
し
た
大
河
ド
ラ
マ
を
実
現
す
べ
く
、
富
山
県
も
巻

き
込
ん
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
働
き
か
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
光

寿
会
か
ら
は
林
祥
子
さ
ん
、
林
時
子
さ
ん
の
二
人
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
館
育
大
会
Ｇ

・
Ｅ
で
優
勝

林
文
子
さ
ん
ら
の
般
若
女
子
チ
ー
ム

市
民
体
育
大
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
が
七
月
三

日
庄
川
河
川
敷
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、　
一
般
女
子
の

部
で
林
文
子
さ
ん
霊
口導
）
ら
六
人
で
編
成
し
た
般
若
チ

ー
ム
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
般
若
地
区
の
女

子
は
こ
の
優
勝
で
得
点
を
稼
ぎ
、
油
田
、
林
、
出
町
、

鷹
栖
に
次
い
で
女
子
総
合
五
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
。



いきいきふれあいサロン「らんじょ浮世亭」も

スター ト以来 6年 目に入り、 7月 20日の浮世亭

は数えて第62回日となりました。今回はこの間

欠かさず参加してくださっている三門明外二さんのお話をたっぶりお聞きしました。

三門明さんは日野原重明さんや曾野綾子さんの著書を読み、その中から感銘を受けた部分を自分

の手で書き写したものや、何気ない日常を巧みに切り取った自作の川柳などを披露しながら、日頃

考えていることを心を込めて語ってくださいました。川柳「待合室 患者同士が 診察し」「分か

らない ことは老化と 医者は言う」などは、私たちも病院を訪れた際しばしば感ずることで、さ

りげない言葉で人情の機微を巧みに表わす感性の鋭さに感じ入りました。

午後は仏説阿弥陀経の読誦と仏説観無量寿経の書写第五回日、革提希夫人 (いだいけぶにん)が釈尊の前にひれ伏して、我が身の不幸を嘆

き、どうか私を悩みや苦しみの無い世界に生まれ変わらせてくださいと懇願する場面を書写しました。

次 回 は 8月 24日    ぉ盆との関係でいつもの第3水曜日でな<、 1週

遅れの 第4水曜日となります のでご注意<ださい)。

大画面ビテオシアターで、お盆にちなみ観無量寿経の世界をアニメドラマ化した

「王舎城の悲劇Jを上映します。親殺し子殺しという現代にも通する地獄の苦しみか

ら、いかにすれば抜け出すことが出来るのか。その問いに対する釈尊の答えが、分

かりやす<描かれています。ぜひご覧ください。

高
齢
化
著
し
い
庄
東
の
医
療
を
支
え
る

ナ
で
作

っ
た
大
迷
路
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

・

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

盛
り
沢
山
。
　

八
月

一
日

（月
曜
日
）
か

ら
九
月
六
日

（火
曜
日
）
ま
で
。
二
十
日

（土
曜
日
）
五
時
か
ら
カ
ン
ナ
納
涼
祭
、
い

ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

:::::量菫霊
,1き i蓋曾E難ン_里 が咲象夢

重ゴム
螢り千ゴ
セ彙霊
た カフ警務
後 ン
は ナ

「も
の
が
た
り
診
療
所
庄
東
」開
設

パ

頼
成
と
権
正
寺
境
に
オ
ー
プ

ン
。
昨
年
春
に
般
若
地
区
の
診

療
所
が
閉
鎖
し
、
住
民
の
間
に

身
近
な
診
療
所
を
と
の
要
望
が

高
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
自
治

振
興
会
が
集
ま
っ
て
つ
く
る

「庄

東
振
興
協
議
会
」

（村
岡
修

一
会

長
）
が
、
市
内
で
二
つ
の
診
療
所

を
開
き
、
訪
問
診
療
も
行
う
医
療

法
人
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
ホ
ー
ム

（砺
波

市
山
王
町
、
佐
藤
伸
彦
理
事
長
）

に
働
き
掛
け
、
こ
の
ほ
ど
開
所
に

こ
ぎ
着
け
た
も
の
で
す
。
こ
の
春

砺
波
総
合
病
院
を
退
職
さ
れ
た
同
法
人
の
医
師
、
八
木

清
貴
さ
ん

（四
十
二
歳
）
が
所
長
を
務
め
、
佐
藤
理
事

長
と
共
に
診
療
に
当
た
ら
れ
ま
す
。
庄
東
地
区
の
人
口

は
約
五
千
三
百
人
。
高
齢
化
率
は
三
割
を
超
え
ま
す
。

開
所
式
で
は
佐
藤
理
事
長
が

「身
近
な
か
か
り
つ
け

医
と
し
て
役
立
ち
た
い
。
日
本

一
の
地
域
医
療
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
地
区

住
民
と
し
て
は
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

な
お
、
診
療
時
間
は
毎
週

火
曜
、
金
曜
の
午
後

一
時
半

か
ら
同
四
時
ま
で
で
す
。

診

療
の
写
真
は
北
日
本
新
聞
よ
り
）

自
転
車
事
故
絶
滅
目指
し
て

般
老
蓮
が
講
習
会

高
齢
者
の
自
転
車
に
よ
る

事
故
が
少
な
く
な
い
こ
と
か

ら
、
般
若
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
が
、
七
月
二
十
五
日
、
改

善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
自
転

車
の
安
全
な
乗
り
方
講
習
会

を
開
き
ま
し
た
。
会
員
約
二
十
名
が
参
加
、
お
ま
わ
り

さ
ん
の
模
範
演
技
や
安
全
指
導
員
の
助
言
を
得
な
が

ら
、
安
全
な
乗
り
方
を
目
指
し
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。

一夕
仕
亭

義時̈
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賄
卸
艦
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長く淀んだ水底には澱が溜まります。どん

るぎ．本
　畿動嚇膿曝区端刻電智″辞胴款肺脚湖囃がは

り鳩
　酬購挑卸』』帥社詢曖詢嘲酷疑込めて、国民

東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴
う
原
発
事
故
と
い
う

不
測
の
事
態
に
遭
遇
し
た
と
は
い
え
、
昨
今
の
民
主
党
政
権

の
迷
走
ぶ
り
は
あ
ま
り
に
も
見
事
に
そ
の
期
待
を
裏
切
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
花
火
の
よ
う
に
景
気
よ
く
打
ち
上
げ
た
目
玉

政
策
は
ほ
と
ん
ど
が
中
途
半
端
な
ま
ま
で
立
ち
往
生
、
八
ッ

場
ダ
ム
も
、
子
ど
も
手
当
も
、
高
速
道
路
無
料
化
も
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
も
、
社
会
保
障
と
税
の

一
体
化
も
、
何

一

つ
先
が
見
え
な
い
ま
ま
、
政
治
家
た
ち
は
ひ
た
す
ら
菅
お
ろ

し
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
。

災
害
に
も
あ
わ
ず
日
々
平
穏
に
暮
ら
し
て
い
る
私
た
ち
で

さ
え
、
い
ら
だ
ち
を
押
さ
え
き
れ
な
い
今
の
政
治
の
有
様

を
、
東
日
本
の
被
災
者
の
方
々
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
思
い
で

見
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
未
曾
有
の
国
難
に
直
面
し

て
い
る
今
、
国
民
に
明
日
へ
の
希
望
を
抱
か
せ
る
優
れ
た
リ

ー
ダ
ー
が
現
れ
る
こ
と
を
切
望
し
た
い
も
の
で
す
。


